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主の現存 伝える預言者に
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希望と喜びを証しする者に　奉献生活者のミサ

２月２日、「主の奉献の祝日」を祝うミサの司式中に、修道女から奉納のささげ物を受け取る教皇レオ１４世（OSV） 

１月３１日、東京・千代田区の麴町教会主聖堂でささげられた「奉献生活者のミサ」 

２月２日、「主の奉献の
祝日」を祝うミサでの
教皇レオ１４世（OSV） 

（OSV） 
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国　際

教皇、断食の重要性を力説
教皇、四旬節メッセージで

【バチカン２月１３日ОＳＶ】四旬節期間

中に断食をするという古くからの習わしは、

私たちを慢心から解放し、神を求める「飢

え」に導く、と教皇レオ１４世は２０２６

年の四旬節メッセージの中で語る。４０日

にわたる四旬節の始まりを告げる灰の水曜

日は、今年は２月１８日。その灰の水曜日

に先立つ２月１３日、バチカンは「耳を傾

け、断食する ― 回心の季節としての四旬

節」と題された教皇メッセージを発表した。

その中で、教皇は「古来の修徳的な実践」

を受け入れ、食べ物を控えると同時に、「隣

人を攻撃し、傷つけることばを控える」よ

う人々に奨励している。

　四旬節は「私たちの信仰が活力を取り戻

し、日々の不安や思い煩いの中で心を迷わ

すことのないよう、神の神秘を生活の中心

にあらためて置く」時だ、と教皇は言う。

　「食べ物の節制は古来の修徳的な実践であ

り、回心の歩みに不可欠なものです。断食は

身体に関わるものだからこそ、私たちが何に

『飢え』ており、自分を支えるために何が本

質的なものであるかを明らかにします」　

　さらに断食は、「欲求」を識別し秩序付け、

「私たちを常に義に飢え渇く者とし、諦め

から解放して」くれるものだと述べる。

　「断食は、恵みの支えによって罪と悪から

離れようとする内的な努力の目に見えるし

るしとして、より節度のある生活様式を身

に着けるための他のかたちの自己放棄も含

むものでなければなりません。なぜなら、『節

制だけがキリスト教的生活を強め、真実な

ものとする』」からだ、と教皇は強調する。

 主のみ声に耳を傾ける機会に

　また、教皇レオ１４世は、カトリックの

信者たちにミサにあずかったり、聖書を読

んだりすることで、神のことばに耳を傾け

る時を持つよう勧め、断食は神のことばを

聴く準備を整えるための具体的な方法だと

説明する。

　「四旬節の旅路

は、主のみ声に耳

を傾け、キリスト

に従う決意を新た

にするための貴重

な機会となります」

　教皇の「四旬節

メッセージ」邦訳

全文は、カトリッ

ク中央協議会の

ウェブサイトで読める。

教皇庁 ウクライナ人道支援強化
教会が苦しむ人々に寄り添うしるし

【ローマ２月１０日ＯＳＶ】戦争によって

破壊し尽くされたウクライナに、マイナス

１５度にまで冷え込む厳しい冬が押し寄せ

ている。ウクライナのエネルギー危機と健

康危機を受けて、バチカンは人道支援を強

化している。

　バチカン・ニュースによると２月９日、

８０台の発電機を載せた３台のトラックが、

ウクライナ人の教会として知られるローマの

聖ソフィア教会を出発し、首都キーウとその

南西約７０キロのファスティウに到着した。

　食料や医薬品を含む物資は、教皇レオ

１４世の要請を受け、教皇庁支援援助省が

調整してウクライナに届けられた。

　２月１０日、ОＳＶニュースの電話取材

で、同省長官で医療福祉を担当するコン

ラート・クライェフスキ枢機卿は、支援と

いう使命を通して、教皇はウクライナの

人々の苦しみを忘れてはいないという目に

見えるしるしを示したと語った。

　「教皇は状況をとても、とても注視して

います」と同枢機卿は語り、真冬の真った

だ中に電力を奪われて生活する人々の苦し

みは、誰しも容易に想像がつくはずだと述

べた。「人々が苦しんでいる所にこそ、教

会は存在しなければなりません」

　戦争も４年目に突入し、ロシアはウクラ

イナのエネルギー・インフラに攻撃を集中

させ、厳寒の冬の時期に、数千もの罪のな

い人々から電力や暖を奪っている。

　ロイター通信によると、２月９日、ロシ

アのドローンによって、オデッサ地域のエ

ネルギー施設が攻撃され、およそ９万５千

人が電力を奪われた。

　教皇レオは２月４日、一般謁見を終える

前、カトリック信者に「ロシアによるウク

ライナへの爆撃が再開され、エネルギー・

インフラへの攻撃の結果、厳しい状況に置

かれているウクライナの私たちの兄弟姉妹

たちを祈りで支える」よう呼びかけた。同

時に、「厳寒の時期を耐えている人々を助

けようと、ポーランドやその他の国々のカ

トリックの教区が連帯して手を差し伸べよ

うとしている取り組み」に感謝を表した。

 支援を確実に届ける教会

　クライェフスキ枢機卿はОＳＶニュース

に、支援物資が困っている人に確実に届く

よう、支援援助省は、ドミニコ会が運営す

るセンターを含む、地元の司教、教区司祭

たちと協力している、と語った。ドミニコ

会は、高出力発電機をオデッサ、ハルキウ、

キーウといった最も支援が必要な地域に設

置してきた実績がある。

　バチカン・ニュースによると、同省が送っ

た医薬品の中には、抗生物質、抗炎症薬、栄養

補助食品などが含まれ、他にも慢性的な不眠

やトラウマ（心的外傷）のため就寝が困難な人

のためにメラトニンも含まれているという。

　同枢機卿は、このような医薬品などを送

り、教皇は戦争の見えない傷、安らぎを得

られないといった問題にも対処したいと

望んでいるとし、「これは愛のしるしです。

たとえ何キロも離れたところにいようと

も、ウクライナは孤立してはいないという

ことを示すしるしなのです」と強調した。

　「教皇はあらゆるささいなことまでも考え

ておられます。私はウクライナに何度も行っ

ていますが、また行きたいと思っています。

なぜなら存在が大切だからです。ウクライナ

の人々と共にいて、共に暮らすこと。これこ

そが、ウクライナの人々にとって、とても

大切な連帯のしるしとなるのです」と続けた。

　バチカンから送られた支援物資は、ラテ

ン典礼カトリック教会の信者だけでなく、

ビザンチン典礼カトリック教会の信者や東

方正教会の信者、教会とは関わりのない

人々にも配られると同枢機卿は説明。

　最後に、発電機を寄付したイタリアの

人々に「支援疲れはありません」とウクラ

イナを勇気付けた。

　「私たちはまるで初代教会の使徒たちの

ようです。当時、人々は使徒たちの足元に

支援物資を持ってきたのです。なぜなら、

使徒たちならばその物資を必要としている

人にうまく分配してくれると知っていたか

らです」「私たちも同じです。支援してく

れた物資を教会や教区というネットワーク

を駆使して分配しています。そうして、全

ての物資を、必要としている人々の手に確

実に届けているのです」と同枢機卿はОＳ

Ｖニュースに語った。

2月11日、一般謁見での
教皇レオ14世（CNS）

メッセージ全文はこちら→
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【バチカン１月２１日ＣＮＳ】神は人間となられたイエスを通して

ご自分を現されるのであり、単に「知的な真理の伝達手段」を通し

てではない、と教皇レオ１４世は強調した。まさにイエスの生涯と

死と復活を通して、人は神を知ることができるのだ。

　教皇レオは１月２１日の一般謁見で、第２バチカン公会議とその

諸文書についての講話を続けた。この日も神の啓示に関する教会の

教えが盛り込まれた『神の啓示に関する教義憲章』について説明した。

　イエスを知ることによって、私たちは神の子どもとして神との関

係を築くことができるが、それは人間となったイエスを通して明ら

かにされる、と教皇は説く。

　「私たちは、キリストにおいて神を知るために、キリストの完全

な人間性を受け入れなければなりません。神の真理は、人間から何

かが取り去られたところでは完全に啓示されません。それは、イエ

スの完全な人間性が、完全な神のたまものを減少させることがない

のと同じです。御父の真理を私たちに語るのは、完全な人間である

イエスです（ヨハネ１・１８参照）」

　さらに教皇レオは続けて、イエスは人となられることによって、

「受肉し、生まれ、人々を癒やし、教え、苦しみ、死んで復活し、

私たちのうちにとどまってくださる主です。ですから、受肉の偉大

さをたたえるには、イエスを知的な真理の伝達手段と見なすだけで

は不十分です」と語った。

　神は私たちと対話し、同時にイエスは受肉した神のことばだと教

皇は述べる。肉体という形を通して、神の真理が明かされるからだ。

　「兄弟姉妹の皆さん、私たちはイエスの歩みに最後まで従うことに

よって、いかなるものも神の愛から私たちを引き離すことができな

いという確信に達します」と強調して、教皇は講話を締

めくくった。

【バチカン２月４日ＣＮＳ】教皇レオ１４世は２月４日、バチカン

のパウロ６世ホールで開いた一般謁見の講話で、聖書は現代の信者

たちに直接語りかけるものだと述べ、聖書は神のことばが人間の著

者を通して表現されたものだからだ、と強調した。

　聖書が「現実や人間の希望と苦しみから切り離されると」、ある

いは「理解できない、何も伝わらない、時代に合わない」言葉での

べ伝えられると、聖書は「役に立たないもの」になってしまう、と

教皇は警告する。

　「第２バチカン公会議の諸文書」に関する講話を続け、聖書は過

去の遺産ではなく、人々に神を知らせ、神を愛するように導くため

の生きた対話だ、と教皇は言う。神はその民を通して伝えることを

選び、神のいつくしみと願いは人類に寄り添っているとした。同公

会議の文書、『神の啓示に関する教義憲章』から引用し、「かつて永

遠なる父のみことばが人間の弱さをまとった肉を受け取って人間と

同じようなものになったのと同様に、神のことばは人間の言語で表

現されて人間の言葉と同じようなものにされたのです」

（１３）と語った。【バチカン１月２８日ＣＮＳ】神のことばは化石ではなく、むしろ、

聖なる伝統（聖伝）の中で発達し、成長して生きている有機的な現

実だ、と教皇レオ１４世は説く。

　教会の「信仰という遺産」は、「私たちの信仰の全て ― 教義、賛美、

道徳的規範など ― を含み、静的なものではなく、動的なものです。

なぜならその遺産は、聖霊の導きの下、何世紀以上にもわたり、発

達を遂げ、教会によってより深く理解されているからです」と教皇

は１月２８日、パウロ６世ホールで行われた一般謁見に集まった聴

衆に説明した。

　教皇は「第２バチカン公会議とその諸文書」についての講話を続

けているが、今回は３回目となり、この日も『神の啓示に関する教

義憲章』を取り上げた。

　「イエスの名の下に保持し、理解する教会に委ねられたこの遺産

は、私たちが複雑な人生のかじを取り、天の永遠の家へとたどり着

けるように助けてくれます」と教皇は語り、「わたしたちも聖書の

神のことばと聖伝を生き、忠実な証人となれますように」と祈った。

　教皇レオ１４世は、イタリア語での講話の中で、「聖伝は、聖霊

によって聖書の豊かさと真理を理解し、歴史の変わりゆ

く座標のうちにそれを具現化します」と語った。

【バチカン２月１１日ＣＮＳ】聖書を知らないことは、イエス・キ

リストを知らないことだと、教皇レオ１４世は２月１１日、バチカ

ンのパウロ６世ホールで開かれた一般謁見での講話で語った。

　「聖書を読み、黙想する究極の目的は、キリストを知ることで、キ

リストを通して神との関係を築くことです。その関係は、会話あるい

は対話と言えるでしょう」と教皇はイタリア語の講話の中で説明する。

　２月１８日から始まる四旬節に触れ、四旬節は「主への理解と愛

を深め、私たちの心と生き方を顧み、同時にイエスとイエスの私た

ちに対する愛に、まなざしを再び向ける時です」と教皇は英語によ

るあいさつで述べた。

　「私たちが日々自らの十字架を背負い、キリストに倣おうとする

中で、四旬節中の祈りと断食と施しが、力の源泉となり

ますように」と祈りであいさつを終えた。

人となったイエスを通して神を知る
１月２１日

神のことばは生きている現実
１月２８日

聖書は神と人の生きた対話
２月４日

渇望を癒やす神のことば
２月１１日

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

１月２８日、バチカンのパウロ６世ホールで行われた
一般謁見の終わりに、教皇レオ１４世が車いすの女性に
あいさつすると、その女性が教皇の顔に触れた （CNS）

教皇の一般謁見講話 教皇レオ14世は、毎週水曜に行われている一般謁見で、第 ２ 
バチカン公会議とその諸文書についての講話を続けている。
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国　際

【ローマ１月２５日ＣＮＳ】全てのキリスト者は、行く道を照らし、

慰めてくれるキリストにより頼むよう、全ての人を招くことを求め

られている、と教皇レオ１４世は語った。１月１８日から始まった

「キリスト教一致祈
き

祷
とう

週間」が２５日に終了するその日の晩、ロー

マ市内の城壁外の聖パウロ大聖堂で行われたエキュメ

ニカル（超教派）な祈りの集いで、教皇は語った。

教皇、キリスト教諸教派はすでに一つ　「一致祈
き

祷
とう

週間」

聖誕教会の洞窟６００年ぶり修復へ

教皇、聖ニューマンの記念日制定　１０月９日に

ホロコーストの犠牲者を悼む　教皇、「悲しみの記念日」に

「教会の社会教説」は共通の価値　教皇、欧州会議で

【ルクセンブルク１月２７日ОＳＶ】教皇レオ１４世は、平和構築

のための欧州会議の参加者に、「相対主義の広がり」と真理を単な

る意見におとしめる行為は、恒久的な平和の構築に必要な道徳的基

盤をむしばむことになると警告した。

　この教皇のメッセージは、１月２３日にルクセンブルクで開かれ

た「欧州における平和構築、カトリック教会の社会教説と普遍的価

値の役割は何か？」をテーマにした会議の聴衆に向けられた。バチ

カン・ニュースによると、このメッセージの中で教皇は、「基準と

価値を伝える共通の真理を持たないのなら、平和に暮ら

し繫栄する」社会はない、と述べたという。

記
事
全
文

記
事
全
文

【バチカン１月２８日ＣＮＳ】教皇レオ１４世は、あらゆる形の反

ユダヤ主義、偏見、抑圧、迫害を終わらせるよう訴えた。「集団殺

りく（ジェノサイド）の恐怖が二度といかなる民族にも降りかかる

ことがなく、相互の尊重と共通善に基づく社会が築かれるように常

に警戒を怠らないことを、国際社会にあらためて呼びかけます」と

教皇は１月２８日、パウロ６世ホールで行われた一般謁

見での訪問客へのあいさつの中で呼びかけた。

記
事
全
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カンタベリー大主教にマラーリー師　初の女性指導者

【ロンドン１月２９日ОＳＶ】英国国教会第１０６代カンタベリー大

主教に、サラ・マラーリー大主教が承認され、１４００

年の歴史を持つ同教会を導く初の女性大主教となった。

米国とキューバの緊張高まる　教皇、「真
しん

摯
し

な対話」求める

【バチカン２月１日ОＳＶ】教皇レオ１４世は２月１日、バチカン

のサンピエトロ広場に集まった人々と「お告げの祈り」を唱えた後、

米国とキューバの間で緊張が高まっていることに懸念を

示し、「真
しん

摯
し

で効果的な対話」を求めた。

記
事
全
文

【バチカン２月３日ＣＮＳ】教皇レオ

１４世は、「歴史を通して巡礼の道を歩

む教会の輝かしい光」である聖ジョン・

ヘンリー・ニューマン教会博士の任意の

記念日を一般ローマ暦に加えた。記念日

は１０月９日で、１８４５年にニューマ

ンがカトリックに転籍した

日に当たる。

記
事
全
文

子どもを守る世界的取り組み 進展遅く 教皇が懸念

【バチカン２月５日ＣＮＳ】教皇レオ１４世は２月５日、バチカン

使徒宮殿のクレメンスの間で開かれた、「危機からケアへ ― 子ども

たちに対するカトリックアクション」の運営委員会へのあいさつで、

世界の子どもたちに対する保護とケアはまだ不十分で、子どもたち

には成功のチャンスがほとんど与えられておらず、虐待

に苦しむ深刻な危機に直面していると指摘した。

記
事
全
文

【ベツレヘム（パレスチナ・ヨルダン川西岸）２月３日ОＳＶ】ヨ

ルダン川西岸のパレスチナ・ベツレヘムにある聖誕教会地下の洞窟

の修復が６００年ぶりに行われる。ギリシャ正教会総主教庁とカ

トリック教会フランシスコ会聖地管理特別管区は１月

２３日、共同声明でこの修復工事を正式に発表した。

記
事
全
文

【ニューアーク（米ニュージャージー州）１月１９日ОＳＶ】３人

の米国の枢機卿が共同声明を発表し、「私たちの国、アメリカのた

めに真の道徳的な外交政策」を策定するよう求めた。米国は「冷戦

の終結以降、世界での自国の動きに対する道徳的基盤に

ついて、最も深刻で痛烈な論争」に巻き込まれている。

米枢機卿3人が声明　「真の道徳的な外交政策を」

記
事
全
文

１月２８日、ロンドンのセント・ポール大聖堂で行われた「選出確
認式」の終わりに、ほほ笑むサラ・マラーリー大主教。この確認
式をもって、正式に第１０６代カンタベリー大主教となった（OSV）

１月２６日、キューバの首都ハバナで銀行の支店に入るため並んで待
つ人々。生存をかけて物価高騰に対処しようと準備している （OSV）

２０２５年１２月８日、ベツレヘム（パレスチナ・ヨルダン川西岸）にあ
るキリストの生誕地とされる聖誕教会の洞窟で祈る、ウクライナ
出身で現在はベルギーに住むアンナ・トゥベルダクリブさん （OSV）

聖ニューマンの肖像（OSV）

記
事
全
文
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教皇、奉献生活者を称賛
「主の奉献の祝日」ミサで

２月２日、バチカンの聖ペトロ大聖堂で「主の奉献
の祝日」のミサをささげる教皇レオ１４世（OSV）

【バチカン２月２日ＣＮＳ】教皇レオ１４

世は、世界にいる社会の周縁に追いやられ

た人の元へ行き、紛争のさなかでさえも、

その人たちを見捨てることをしない奉献生

活を送る男女を称賛した。

　「奉献生活を送る人々は、安全な環境を

しばしば奪われ、最も不安定な状況の中で

も、命には決して犯してはならない聖性が

あるのだということを、言葉以上にその生

活で語って思い起こさせてくれます」と教

皇は２月２日、バチカンの聖ペトロ大聖堂

でささげた「主の奉献の祝日」を祝うミサ

の説教で語った。同時にこの日はカトリッ

ク教会では、「世界奉献生活の日」も祝う。

　「武器がごう音をたて、傲
ごう

慢
まん

、利己主義、

暴力がはびこっているところでさえ」、奉

献生活を送る人々の存在は、「イエスの言

葉をのべ伝えています」と教皇はたたえた。

　「親愛なる兄弟姉妹の皆さん、教会は皆

さんに主の現存を伝え、主のための道を準

備する預言者、あるいはメッセンジャーに

なっていただきたいと願っています」と教

皇は語りかけ、「祈りと愛に身を尽くす覚

悟を基に、自らの存在をささげることを通

して、皆さんはまず何よりもこの使命へと

召されているのです」と続けた。

 限りなく愛する平和のパン種に

　さらに「皆さんは若者、高齢者、貧しい

人、病気の人、刑務所へ入っている人にこ

そ、神の祭壇の上、またそのみ心の中に神

聖な場所が確保されていることを証しする

ように求められています」とし、同時にそ

の最も小さくされた人、一人一人は「神の

現存の侵すことのできない神聖な場所であ

り、神と出会い、神を賛美し、神の栄光を

たたえるために、そのみ前で私たちはひざ

まずかなければならないのです」と自身も

アウグスチノ会士で、若い頃にペルーで宣

教した経験を持つ教皇は語った。

　自分を無にし、聖霊のうちに生きる生活

を通して、奉献生活者たちは「世界に紛争

を乗り越える方法を示すことができます。

限りなく愛し、ゆ

るす人々が持つ

自由さを通じて、

きょうだい愛の種

をまくことができ

るのです」。「神の

摂理が皆さんを導

くところがどこで

あろうと、平和の

パン種、希望のし

るしになってくだ

さい」と教皇は励

ました。

希望を生み出す者になる
奉献生活者のミサ　東京

　２月２日の「世界奉献生活の日」を迎え

るに当たり、奉献生活者がそれぞれの召命

の恵みに感謝し、特に初誓願１０周年の奉

献生活者たちを祝福し祈るミサが１月３１

日、東京・千代田区の麴町教会主聖堂でさ

さげられた。ミサ前には４人の奉献生活者

の召命体験の分かち合いも行われた。奉献

生活者と信徒ら約３００人が集い、会場に

来ることができない兄弟姉妹のためにオン

ライン配信もされた。

　ミサを主司式した菊地功枢機卿（神言修

道会）は説教で、１月６日に聖なる扉が閉

められるまでの希望の聖年を通じて、「（私

たちは）希望の光を全ての人に届けること

ができたでしょうか」と会衆に問いかけ

た。そして「シノドス的教会とは、希望を

もたらす巡礼者として共に歩み、生きる共

同体となること」だと指摘。菊地枢機卿は、　

１月７日と８日にバチカンで開かれた臨時

枢機卿会議で、教皇レオ１４世は「多くの

人の声に耳を傾ける姿勢」を教皇自身と教

会全体が持つことの重要性と、シノドス的

教会となる道を継続することを明言したこ

とを紹介した。

　また奉献生活者の役割の一つは「率先し

て真の霊的生活を生き、その共同体の中で

教会のシノドス性を具体的に生き、希望と

喜びを証しすること」だと述べた。社会は

希望を必要としており、いのち

の尊厳が守られる社会を生み出

すようにと願った。

　ミサの終わりに奉献生活者の

担当司教である山野内倫
みち

昭
あき

司教

（サレジオ修道会／さいたま教

区）が、初誓願宣立１０周年の

奉献生活者たちを祝福し、記念

品を贈った。山野内司教は、ヨ

ハネによる福音書１５・１６～

１７にあるように、神が召命の

道に招き「わたしの名によって父に願うこ

とは何でも与えられる」のだから、神の力

を信じ、イエスの名によって困難を乗り越

えていくようにと励ました。

　ミサに参加したレ・テイ・トゥ・フオン

修道女（３１／福音史家聖ヨハネ布教修道

会）は、来日１０年目。「自分の召命を新

たにされました。（仲間が）自分と同じ召

命の道を歩んでいることで、特別に分かち

合わなくても、顔を合わせて、元気そうな

様子を見て力づけられました。外国人同士、

日本で生活する者として（日々の使徒職な

どで）同じ悩みを持っているので（励まさ

れ）、くじけずに頑張ろうと思いました」

　セルヴィ・エヴァンジェリー会員でベネ

ズエラ出身のメンドサ・ダニーさん（５４）

は、コロナ禍を経て１０年ぶりに来日した。

「（今日の集まりに）希望がありました。日

本の宣教は難しいですが、希望の種を皆の

心に植えるように頑張りたいと思いました」

　初誓願１０周年の祝福を受けた橋本晶子

修道女（５０／援助修道会）は、カリタス

ジャパンの秘書をしている。「久しぶりに

仲間たちや養成時期にお世話になった神父

様たち、先輩たちに出会い、皆さまの支え

とお祈りあってのことだと思い返しまし

た」と、節目の再会に感謝していた。

　奉献生活者のミサは、麴町教会のＹ
ユ ー

ｏｕ

Ｔ
チ ュ ー ブ

ｕｂｅチャンネルで視聴する

ことができる。山野内司教が初誓願１０周年の奉献生活者たちを祝福した

記
事
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　派遣ミサは、同連盟の

顧問司教である森山信三

司教（大分教区）が司式

した。参加者は、キリス

トに倣い、弱い立場に立

たされている人々に寄り

添う力を祈り

求めた。

国　内

　日本カトリック教
きょう

誨
かい

師連盟（会長＝荻喜
き

代
よ

治
はる

神父／広島教区）の

総会・研修会が1月１３日と１４日、福岡市の旧カトリック神学

院を会場に行われた。教誨活動に携わるカトリックの司祭、信者ら

２８人が集い、弱い立場に立たされている女性の支援について、ま

た被収容者が出所する前に行う「出所前教誨」などについて講師か

ら学び、意見交換を行った。

　全国教誨師連盟のウェブサイトによれば、教誨とは、全国の刑務

所、拘置所、少年院などの矯正施設で、「被収容者からの願い出に

対し、各教宗派の教義に基づき、徳性を涵
かん

養
よう

し、人間性の回復を図

る働きかけを行う」こと。この活動を民間ボランティアとして無償

で行っている宗教家が教誨師で、宗教家ではない立場で同じ活動を

する人を篤
とく

志
し

面接委員と呼ぶ。

　矯正施設は全国にあるが、カトリックとして教誨師や篤志面接委

員を派遣できていない施設がまだ多数あることも、今回の総会で今

後の課題に挙げられた。

日本カトリック教
きょう

誨
かい

師連盟

総会・研修会で 学びと意見交換

日米５司教「核軍縮への進展」要請
核兵器禁止条約発効 ５ 周年に声明で

　将棋棋士で、タレントとしても親しまれ

たカトリック信者の加藤一
ひ ふ み

二三さんが1月

２２日、肺炎のため都内の病院で逝去した。

８６歳。

　加藤さんは１９４０年福岡県生まれ。

５４年に当時の歴代最年少となる１４歳７

カ月でプロ棋士となり、Ａ級（名人への挑

戦権を争う順位戦の最高位クラス）にも最

年少で昇級するなど天才棋士として注目さ

れた。数々のタイトルを獲得したほか、将棋界で多くの賞も受けて

いる。７７歳で現役最高齢勝利を挙げ、２０１７年に引退していた。

　２０代後半、棋士として行き詰まりを感じていた時、自身の子ど

もたちが通うカトリック学校を保護者として訪問する中で信仰と出

合い、１９７０年に東京・下井草教会で受洗した。代父は作家の遠

藤周作氏。その後、所属した教会で結婚講座を長く担当するなど、

教会活動にも積極的に関わった。

　８６年には、職務や技能によって教会に貢献した人に授与される

「聖シルベストロ教皇騎士団勲章」を、当時の教皇ヨハネ・パウロ

２世から贈られている。

　プロ棋士として地方で対局する機会が多かった加藤さんは、会場

近くにあるカトリック教会を探し、対局前日によく聖堂で祈ったと

カトリック新聞に語っていた。信仰に関する著書に『だから、私は

神を信じる』（日本キリスト教団出版局）がある。

将棋棋士・加藤一
ひ

二
ふ

三
み

さん逝去
信仰と出会い 教会にも貢献

 １７世紀初めにイエズス会士によって作られた、ポルトガル語で

日本語を解説する『日
にっ

葡
ぽ

辞書』の編さん過程を探るワークショップ

が２月３日、大阪府豊中市の大阪大学で開かれ、オンラインを含め

約１２０人が参加した。

　『日葡辞書』は１６０３年に本篇
ぺん

、０４年に補遺篇が長崎で刊行

されたが、 印刷前の稿本（下書き）の一部が２０２４年にフランス・

トゥールーズ、２５年に中国・北京で相次いで見つかり、編さん過

程の新たな解明への期待が高まっている。

　１６世紀末から１７世紀初めにかけて、日本を中心にイエズス会

が刊行した印刷物は今日「キリシタン版」と呼ばれている。北京と

トゥールーズで発見された資料はどちらも『日葡辞書』とは異なる

「キリシタン版」の表紙の補強材に、『日葡辞書』の稿本が使われて

いた。

　大阪大学大学院教授の岸本恵実さんは、今回の稿本発見の経緯を

紹介。この稿本と、刊行された『日葡辞書』との比較から推
すい

敲
こう

の跡

などが確認されたと報告した。上智大学基盤研究センター・特任助

教の中野遙さんは、トゥールーズと北京の資料を合わせることで複

雑な編さん作業をうかがい知る

ことができると指摘した。製本

材料として再利用された下書き

の存在は、今後も新資料が発見

される可能性を示し

ている。

キリシタン版 『日
にっ

葡
ぽ

辞書』 編さん過程探る
大阪大学でワークショップ

　 核 兵 器 禁 止 条 約

（２０２１年）の発効５周

年となった１月２２日、

同条約の批准拡大を願

う「核兵器のない世界

のためのパートナー

シップ」（ＰＷＮＷ）の

日米５司教の名前で声

明が発表された。

　声明では、祝意を表すとともに、同条約に賛成する立場を示して

いる。また核兵器保有国の問題に触れながら、世界の指導者に対し

て、核兵器を廃絶するための核軍縮を具体的に進展させるよう要請。

核廃絶がカトリック教会の悲願であることも示している。

　声明を発表したのは、米サンタフェ教区のジョン・ウェスター大

司教、米シアトル教区のポール・エティエンヌ大司教、長崎教区の

中村倫
みち

明
あき

大司教、広島教区の白浜満司教、そして長崎教区の髙見三

明名誉大司教。いずれも「過去に核兵器による被害を受けたか、ま

たは今もその危険にさらされている地域を管轄」する司教たちだ。

　この声明は、今年１１月から１２月にかけてニューヨークで開催

される核兵器禁止条約の再検討会議に向け、ＰＷＮＷが今後進める

活動を視野に入れ発表された。

　白浜司教によれば、ＰＷＮＷでは同再検討会議に合わ

せ、現地で平和巡礼を行うことを検討しているという。

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

２０２３年８月９日、原爆で被爆した長
崎・浦上教会でささげたミサでの
日米の司教ら（写真提供＝長崎教区）

日本カトリック教
きょう

誨
かい

師連盟
総会・研修会参加者

加藤一
ひ

二
ふ

三
み

さん
２０２０年、麴町教会で

ワークショップでの質疑応答
（写真提供＝主催者）
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国　内

　戦後の東京下町で貧しい人々の中に生き、「蟻
あり

の町のマリア」とし

て知られた尊者・北原怜
さと

子
こ

の帰天記念ミサと祈りの集いが１月２５

日、東京・江東区の潮見教会で行われた。兵庫や山梨など遠方から

の参加者もあり、約１７０人で聖堂は満席になった（＝写真）。

　北原怜子は１９２９（昭和４）年に東京で生まれ、２０歳で受洗。

「焼け跡の聖者」と呼ばれたゼノ・ゼブロフスキー修道士（コンベ

ンツアル聖フランシスコ修道会）と出会い、廃品回収で生計を立て

ていた人々の生活共

同体「蟻の町」に入り、

町の一員となって自

身も廃品回収を始め

る。病により一時的

に離れるが、最後に

は永住を選び、都に

退去を迫られる町の

人々と苦楽を共にした。生活の不安と恐れの中で心を閉じて生きて

いた人々が、怜子を通して信頼と希望を持ったことを奇跡と呼んだ

蟻の町の人もいた。２０１５年１月２２日、尊者に上げられている。

　ミサを主司式したアンドレア・レンボ補佐司教（東京教区）は、

怜子が「助ける人」としてではなく、「共に生きる人」として蟻の

町に入ったことを取り上げ、特に若者たちに向けて、「他者に無関

心でないこと、目をそらさないこと、出会いを大切にす

ること」を神は必ず求めておられると語った。

希望もたらした「蟻
あり

の町のマリア」
尊者・北原怜

さと

子
こ

帰天記念ミサ

　米軍横須賀基地のある神奈川県横須賀市では、毎月最後の日曜日、

市民が反戦と平和を呼びかけて街を歩く「月例デモ」（主催＝「非

核市民宣言運動・ヨコスカ」「ヨコスカ平和船団」）が半世紀前から

続いている。

　６００回目となった１月２５日は、街の人々への感謝を込めてデ

モを行った。参加者は通常３０～４０人だが、当日は沖縄などから

も集まり、６５人が約１時間かけて歩いた。地元の横浜教区の司祭

や東京教区の信徒の姿もあった。海上自衛隊横須賀地方総監部や米

軍基地のゲート前で「戦争に行かないで」などと呼びかけた。

　市内の公共施設で「感謝の集い」も行われた。「軍都解体」を基本

スローガンとしながらも、米兵や警察官を含む「街との対話」を試み

てきたデモ。主催する２団体で活動してきた新倉裕
ひろ

史
し

さんは、かつて

参加者が５人まで減ったことで助け手が現れ、特定の団体が行うデモ

から「地域のデモ」とも言える活動に変容したと振り返った。

　同市に住む名
め

生
お

尚
たか

雄
お

さん（同市・横須賀三笠教会）は、新メンバー

としてあいさつ。昨

春から個人的に参加

するようになり、月

例デモは「（平和を

祈念する）巡礼」だ

と思うと話した。

横須賀「月例デモ」

反戦・平和へ 小さく続けて６００回

記
事
全
文

記
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　２０２７年夏に韓国・ソウルで開催されるワールドユースデー（Ｗ

ＹＤ）に向けて日韓の青年の交流を深めようと、韓国・水
スウォン

原教区の

青年たちが２月６日から８日まで、さいたま教区を訪問した。一行

は中高生や大学生、社会人、司祭らを含めた２３人。

　７日、訪問団はさいたま教区本部事務局に到着すると、出迎えた

山野内司教に一人ずつ自己紹介し、中高生グループが聖歌をプレゼ

ントした。さらに山野内司教のギター弾き語りに合わせて、歌の一

部を日本語で唱和し、けん玉遊びを楽しんだ。

　昼食後の「青年のつどい」で、青年たちは互いに日本語、韓国語

を織り交ぜてあいさつ。韓国の中高生グループが歌とダンスを披露

し、参加者全員で聖歌を日本語で歌った。その後の交流会では、日

本と韓国の茶菓を囲み、互いにスマホの翻訳アプリを駆使しなが

ら共通の話題

で盛り上がっ

た。日韓の青

年は「感動し

た」「すごく楽

しかった」と

感想を語り、

ＷＹＤに思い

を向けた。

２７年のＷ
ワールド

Ｙ
ユース

Ｄ
デー

に向け交流

韓国・水
スウォン

原教区の青年たち さいたま教区訪問

記
事
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　雪の中、ろうそ

くの光で聖母に祈

る「雪の聖母祭」が、

新庄教会（巡回／

山形県最上郡）で

毎年行われている。

今年も２月７日と

８日、成井大介司

教（新潟教区）と信徒３０人以上が集い、共に平和を願って祈りを

ささげた（＝写真）。現地では１週間前に２メートルの積雪があっ

たが、当日は風がなく、時々おだやかに雪が降った。

　７日、夕方６時から聖堂で祈り、成井司教が聖母について話した。

 「イエスの十字架のもとにたたずむマリアは、絶望的な状況にあり

ながらも全てを受け入れ、神に信頼し、祈っていました。その祈りは、

イエスの復活によってもたらされた平和につながっていくのです」

　平和のためにロザリオの祈りを日本語と英語でささげた後、聖母

像を先頭にろうそくと花を持ち、歌いながら、洞窟に見立てたかま

くらまで歩き、聖母像を安置して献花し祈った。

　新庄教会は１９８０～９０年代、自治体の要請に応えて結婚のた

めに来日したフィリピン出身の信徒が増えた。その人々の「教会が

欲しい」という熱意を、高齢化した日本人信徒が見守り、両者が心

を通わせて２０１０年に新庄教会が献堂された。

　「雪の聖母祭」は毎年、２月の週末に行われる。

「雪の聖母祭」で平和祈る
山形・新庄教会（新潟教区）

記
事
全
文

スマホの翻訳アプリを駆使し、共通
の話題で交流する日韓の青年たち

月例デモでは、2008年の原子力空母
横須賀配備に今も抗議を続けている
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の復活祭に仙台で洗礼を受けた。

　２０１１年、東日本大震災で「いのち」へ

の価値観が大きく変えられた。住居は半壊。

ライフラインは全て止まり、お金があっても

食べ物が手に入らない。近くの海岸には津波

犠牲者の亡きがらが多数上がった。「生きて

いることはもろいんだと知りました」

　震災を機に宮崎へ移住。「飢え渇くよう

に」神を求めるようになった。震災と原

発事故を体験した者として、鹿児島・川
せん

内
だい

原発運転差し止め訴訟に

加わるなど社会問題にも関わり、社会的な主題の歌も増えていった。

　これまで宗教色を抑えてきたが、本書では「腹をくくった」と話

す。「毎日１首、正直に取り繕うことなく詠んでこの歌集を出して、

信者、社会活動家、歌人、母としての自分がうまく収まっ

てすっきりしました」

　宮崎市の南宮崎教会信徒で歌人の大口玲
りょう

子
こ

さん（５６）が昨年

末に歌集『スルスムコルダ』（ふらんす堂）を出版した。題名はラ

テン語で「心を上に」を意味する。２０２４年の１月１日から１２

月３１日まで毎日詠んだ３６６日分の短歌を収録。日常の出来事や

家族への愛、社会問題への思いを、信仰のまな

ざしを通して五七五七七にすくい上げた。

国　内
回勅『主は私たちを愛された』  訳者から学ぶ

　前教皇フランシスコの最後の回勅『主はわたしたちを愛された』に

ついて訳者、増田健神父（クラレチアン宣教会）から学ぶセミナーが

1月２２日、東京・千代田区の麴町教会で開かれた。回勅で前教皇が

説いたのは「イエスのみ心」への信心。増田神父は、イエスのまなざ

しで自分と他の人を見つめるよう呼びかけた。２５人余り

が参加。同教会とイエズス会社会司牧センター共催した。

　「南海トラフ地震が起きた場合の教区の初動対応」をテーマにし

た横浜教区（梅村昌弘司教）の災害対応ワークショップが１月９日、

横浜市の同教区本部事務局で行われた（＝写真）。カトリック中央

協議会の「カリタスジャパン緊急対応支援チーム」（Ｃ
シー

Ｊ
ジェイ

-Ｅ
イー

Ｒ
アール

Ｓ
エス

Ｔ
ティー

）が企画し、横浜教区と共催した。同教区から梅村司教はじめ

１３人が参加。カリタスジャパン責任司教の成井大介司教（新潟教

区）とＣＪ-ＥＲＳＴ

のメンバーら計８人の

話を基に教区の災害対

応について学び、発災

時の初動対応について

意見交換を

行った。

南海トラフ地震を想定　横浜教区とＣＪ-ＥＲＳＴが研修

憲法から平和主義を考える  研究者を講師に

　憲法の視点から安全保障と平和を考える講演会が1月３１日、東京・

千代田区の麴町教会で開かれ、約４０人が参加した。講師は憲法研

究者、青井未帆さん（学習院大学専門職大学院教授）。「個人的には、

人権や平和を考えるのは市民の務め、キリスト者の務めだと思いま

す」と言う青井さんが、近年の安全保障政策の変化など

について話した。主催は麴町教会「メルキゼデクの会」。

原発再稼働に抗議声明　日本カトリック正義と平和協議会

　日本カトリック正義と平和協議会（担当司教＝エドガル・ガクタ

ン）は２月９日、東京電力柏崎刈羽原子力発電所６号機の再稼働に

抗議する声明を発表し、東京電力と日本政府に対し、再

稼働の断念を強く求めた。

　山口県宇部市沖の旧長
ちょう

生
せい

炭鉱跡で２月７日、遺骨収集調査をして

いたダイバーの1人が潜水中に亡くなった。原因は特定されていない。

遺骨収集事業を主催する市民団体「長生炭鉱の水
みず

非
ひ

常
じょう

を歴史に刻む

会」代表者は会見で、今は遺族を支えることに全力を尽くしたいと

述べた。この遺骨収集事業は日韓の司教団が支援している。同会事

務局長は「遺骨収容のためにもう一度立ち上がっていく

時間を頂きたい」と、会の歩みを続けることを示唆した。

長生炭鉱 ダイバー死亡事故 「今は遺族支える」

　三重県立美術館（三重県津市）で３月２２日まで開催中の「ライ

シテからみるフランス美術―信仰の光と理性の光」は、かつて国教

がカトリックだったフランスの〝政教分離〟（ライシテ）をテーマ

にした展覧会だ。

　本展を「もっと楽しむため」の講演会が２月７日、学術協力者で、

ライシテ研究第一人者の伊達聖
きよ

伸
のぶ

さん（東京大学大学院総合文化研

究科教授）を講師に迎えて開催された。

　伊達さんは、ライシテはフランスの「国の根幹」となる重要な概

念であり、フランス革命（１７８９年）を重要な起点にしていると

解説。革命後も共和派とカトリックの攻防が続く中で宗教の世俗化

は進んだが、この展覧会で分かるように、世俗化は「新しい宗教性」

を生み出すことにつながっているのではないかと問いかけた。

　本展は、政治と宗

教の争いに影響を受

けたフランス美術の

歩みをたどる。出展

作はミレー、ロダン、

シャガールらによる

油彩画、版画、彫刻

など約２００点（会

期中、一部展示替え

あり）。

 

カトリック国の〝政教分離〟問う展覧会
「ライシテからみるフランス美術―信仰の光と理性の光」

講演会で楽しみ方を紹介

信仰のまなざしで詠む短歌

歌人・大口玲
りょう

子
こ

さん

モーリス・ドニ《聖母月》1907年
ヤマザキマザック美術館

文　化

歌集
『スルスムコルダ』

大口玲
りょう

子
こ

さん

★チケットプレゼント★
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　本展のチケットを５組１０名様にプレゼント致します。ご希望の方は、
はがきに、名前、郵便番号、住所を明記の上、〒１３５－８５８５東京都江
東区潮見２の１０の１０　カトリックジャパンダイジェスト「ライシテか
らみるフランス美術―信仰の光と理性の光」係まで。３月５日（木）
当日消印有効。賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。記

事
全
文

　高校時代、新聞歌壇を通して短歌に親しみ、

俵万智さんの歌集『サラダ記念日』に触れて関

心を深めた。大学では佐佐木幸
ゆき

綱
つな

さん主宰の歌

誌「心の花」に入会。日本語教師として中国に

赴任した際、信仰を持つ同僚の姿に引かれ、「イ

エス様への憧れ」を抱く。歌誌の先輩で長崎で

被爆した竹山広さんの影響も受け、２００８年

シージェイ イーアールエスティー

（8） ２０２６年 ３ 月号



主日の福音解説

今週の福音は「六日の後」という言葉で始まる（ただし、『朗読

聖書の緒言』に従い冒頭句が省かれ、代わりに「そのとき」が補わ

れている）。これは、記述内容が大きく変わっても、６日前に起こっ

た出来事とのつながりが保持されているという示唆であろう。６日

前にあったのはイエスの死と復活の予告であり、さらに言えば、そ

の際「主よ、とんでもないことです」と言ったために叱責を受ける

ことになったペトロの失態である。

その「六日の後」、イエスはペトロをはじめ３人の弟子だけを連

れて山に登る。山頂でイエスの姿は輝き、モーセとエリヤという旧

約を代表する２人の人物と語り合う。こうした栄光の姿は、前段で

語られた受難、死、復活に関する予告の、ある意味では補完的役割

を担っていると考えることもできる。つまり、前段から始まった予

告はここに来てようやく完了するという解釈である。光り輝く主の

姿は明らかに復活を先取りした世界の描写であろう。ただし、６日

前の出来事に再度立ち返るならば、ここへ至るまでには受難と死を

経ることが不可欠とされており、「変容」の本質は実際には一人一

人が自分の十字架を取って主に従うようにとの招きを受け入れたと

きに初めて理解されるものと思われる。

ところで、福音の後半部分には次のような一文がある。「彼らが

顔を上げて見ると、イエスのほかにはだれもいなかった」。ギリシャ

語の原文ではここにホラオー（＝見る）という動詞が使われている。

新共同訳聖書も「顔を上げて見ると」という表現でホラオー（＝見る）

を考慮した訳にしている。実はこの先を書くのはかなり勇気のいる

ことなのだが、専門家にお叱りを受ける

であろうことを百も承知で、個人的な

黙想のためにあえて次のような訳でこ

こを読んでみたい気持ちがある（当然、

誤訳であることは前提の上だが）。「彼ら

は目を上げると、イエスだけを見た（直

訳は、イエスだけしか見なかった）」。私

がこの一文に注目するのは、ここにはキ

リスト者の霊性にとって大切なことが書かれていると思うからであ

る。起き上がった弟子たちの前にはさまざまなものがあったに違い

ない。もしかしたら、モーセとエリヤもまだそこにいたのかもしれ

ない。しかし、それでも弟子たちはイエスだけを見たのである。

ここでの見る意味をさらに鋭く浮かび上がらせるのは、恐らく

これを前節との関連で理解するときであろう。前節には次の言葉が

あった。「これはわたしの愛する子、わたしの心に適
かな

う者。これに

聞け」。雲の中から語る声を弟子たちは聞いたのである、これに聞

けと。イエスだけを見て、イエスに聞く。これこそがキリスト教的

霊性の本流であろう。われわれは今、情報過多と言われる時代を生

きている。「雲の中」とは、何が真実であるのか厚い雨雲に覆われ

て見えなくなっている時代の暗喩のように思えてならない。暗中模

索を続けながら懸命にこの時代を生き抜こうとするわれわれに向

かって、今も雲の中から声が響くのである。これだけを見、これに

聞けと。　　　　　　　（熊
くま

川
がわ

幸
ゆき

徳
のり

神父／サン・スルピス司祭会)

３月１日（四旬節第２主日）

マタイ １７・１ー９

イエスだけを見て、イエスに聞く
四旬節第３主日に当たり、今日は特別に「水」について一緒に黙想

したいと思います。今日の第１朗読でわたしたちは、マサとメリバ

で起こった出来事について聞きまし

た。民は喉が渇いて水を欲しがって

います。しかし、荒れ野の真ん中でど

こからも水を得られそうもなかった

ので、民はモーセに不平を言い出し

ました。すると、神様はモーセを通

して民に水を与えてくださいました。

水が出るとは全く考えられない岩

から水が流れ出ました。そこで人々は初めて「主は我々の間におら

れる」ことに気付きました。今日の朗読にも書いてあるように、マ

サは「試し」、メリバは「争い」という意味で、神の民がモーセと争い、

主を試したからそのように名付けられたのです。イスラエルの民は

そうした経験を忘れないために、今日の答唱詩編である詩編の９５

章を歌う時、最後に続いて「あの日、荒れ野のメリバやマサでした

ように、心を頑
かたくな

にしてはならない。あのとき、あなたたちの先祖

はわたしを試みた。わたしの業を見ながら、なおわたしを試した」（詩

編９５・８－９）と歌っているのです。

今日の福音で、イエス様はあるサマリアの女と長い対話を交わさ

れます。その主題は「水」でした。イエス様は「わたしが与える水

を飲む者は決して渇かない」と言われます。そして、「わたしが与

える水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る」と

も言われます。

もしわたしたちが水を求める必要がないとすれば、それはわたし

たちの生命を維持するために必要な水を十分に摂取したからでしょ

う。ところが、わたしたちが生きている限り、その水分はわたしたち

の活動によって段々なくなります。そのため、わたしたちは再び水

を求めるようになり、水分を補給しなければなりません。しかし、

イエス様の水はその人の内で泉となってそこから水が湧き出るの

で、再び水を求めなくてもいいと言われているのです。

それでは、イエス様がわたしたちに与えようとされるその水は一

体何なのでしょうか。そのサマリアの女もそのような水があれば再

び水をくみに来なくてもいいから、その水を下さいと、イエス様に

願います。しかし、イエス様はその女に水を与えるどころか、彼女

を困らせることをお尋ねになります。それからその女はイエス様と

の対話によってイエス様が、来たるべきメシアであることに気付き、

自分の町の人々にこのことを告げました。では、永遠の命に至る水

を求めたそのサマリアの女にイエス様が与えてくださったものは何

だったのでしょうか。

それはまさにイエス・キリストがメシアであること、すなわちご自

分に対する信仰なのです。今日の第２朗読で使徒パウロは、イエス・

キリストがわたしたちに与えてくださったその信仰について話しな

がら、キリストによって神との間に平和を得ていると言っています。

その信仰はわたしたちのうちに与えられています。キリストに対す

るその信仰がわたしたちの内で永遠に渇くことのない泉となるので

す。使徒パウロが言っているように、わたしたちはその信仰によって

義とされ、永遠の命を得、神の栄光にあずかることになるからです。

（ダニエル・キム・ドンウク〈金桐旭〉神父／韓国殉教福者聖職修道会)

３月８日（四旬節第３主日）

ヨハネ ４・５ー４２ または

４・５ー１５、１９ｂー２６、３９ａ、４０ー４２

イエス様が与える水
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主日の福音解説

３月１５日（四旬節第４主日）

ヨハネ ９・１ー４１

または ９・１、６ー９、１３ー１７、３４ー３８

大丈夫外
生まれつき目の見えない人について、弟子たちがイエス様に「こ

の人の不幸は誰のせいですか？」「自業自得ですか、それとも親

のせいですか？」と上から目線で見て、とんでもないことを尋ね

ています。イエス様はさぞがっかりされたことでしょう。弟子た

ちは苦しみの中にいる人に対して、その痛みや悲しみを見ようと

も、気付こうともせず、無関心でした。そこにはやさしさ、思い

やりは一切ありません。ヨハネ福音書はあえてこのやり取りを残

しています。イエス様は怒ることなく「神様のお働きが明るみに

出るため」とお答えになり、汚れ、きたないものである唾で、安

息日に禁じられていた土をこねる作業をしてまで、その人に関わ

ろうとされます。それはその人に向けられている悪意を自分に対

して向けさせ、少しでもその人をかばうためのイエス様のやさし

さに満ちた行為です。イエス様なら土を使わなくても簡単に目を

お開きになることができたはずです。

その人の両親は自分たちの子どもが道端で物乞いをしていたこ

とを知っています。ほんとに苦しく、悲しく、もどかしかったで

しょう。お母さんは自分の作ったご飯を自分の子どもに食べさせ

てあげたかったでしょう。それを許さない現実、それに対して、

怖くて物の言えない悲しい社会。イエス様は負けません。信仰の

目を開かれた彼ももう負けません。徹底的に責めてくる人々にた

じろぐことなく、彼は力強く証しします「神様は、神様をあがめ、

神様のみこころを行う人の言うことは聞いてくださいます。…あ

の方が神様の元から来られたのでなければ、何もできなかったは

ずです」と。弟子たちはさぞ恥ずかしくなったでしょう。イエス

様のこころに全く気付いていなかった自分たちのことを。

ある方と神父さんの話です。その方はずっと家におられました。

ほとんど外に出ることなく人目につかないように生活されていま

した。神父さんはその方に「教会でお手伝いしてください」とお

願いされました。外に出て生まれて初めて教会の祭壇をきれいに

飾る。不安や戸惑いがあったはずです。新しくお友達もでき、喜

びのうちに神様のため、教会のために一生懸命祭壇を飾られてい

ました。「あの神父さんがわたしに声をかけて救ってくださった

んよ」。うれしそうに話されるその方の目には深い寂しさもあり

ました。「神父さんに置いていか

れた」と。その神父さんはさっさ

と天国に行かれました。その神父

さんとのお別れの時に、聖堂の真

ん中で大声で泣いておられるそ

の方を見て、わたしは「神父さん、

なんで最後まで一緒にいてあげ

なかったんですか？」と心の中で

文句を言いました。

福音の最後に、イエス様は「あ

なたは、もうその人を見ている。

あなたと話しているのがその人だ」とご自分が癒やした人にほほ

笑んでくださっています。

神父さんは一緒にいることよりも、イエス様と一緒に天国へ行

くことを教えたんだろうな。

（寺浜亮司神父／福岡教区)

死んだラザロを生き返らせるという奇跡を通して復活の命へと

招くイエスの姿を語っているのが、本日のヨハネ福音書の内容で

す。

マルタとマリアの姉妹は兄弟ラザロが重い病だということをイ

エスに知らせます。こ

れを聞いたイエスは

「この病気は死で終わ

るものではない。神

の栄光のためである。

神の子がそれによっ

て栄光を受けるので

ある」と述べていま

す。

イエスがラザロの

元に到着した時、彼はすでに死んでいました。しかも墓に葬られ

てから４日もたっていたと説明されています。イエスを迎えたマ

ルタは「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟

は死ななかったでしょうに」と嘆き、大切な人を失った悲しみの

中に立ち尽くしています。ラザロは死んで４日もたっていて、い

くら奇跡を行うことができるイエスといえども生き返らせること

はできないだろうという無力感が漂っています。

ここから「復活」ということを巡ってイエスとマルタの対話が

始まります。「あなたの兄弟は復活する」と話すイエスに「終わ

りの日の復活」については知っているとマルタは答えます。彼女

はあくまでも知っているということであって、信じているわけで

はありません。そこでイエスは「わたしは復活であり、命である。

わたしを信じる者は、死んでも生きる」と語り、人の命は死で終

わるものではないことを教え、復活を信じる信仰へと導きます。

「生きていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。

このことを信じるか」。イエスの問いかけにマルタは「はい、主よ、

あなたが世に来られるはずの神の子、メシアであるとわたしは信

じております」と信仰告白します。

マルタに代わってマリアがイエスと対面します。マリアもマル

タと同じように「主よ、もしここにいてくださいましたら、わた

しの兄弟は死ななかったでしょうに」とやはり悲しみに打ちひし

がれ、集まった人たちと一緒に泣いています。死は人間に絶望と

悲しみをもたらします。ここでイエスは憤ったり、興奮したり、

涙を流したりというように人間的な感情をあらわにします。自身

の十字架の死を意識してのことなのでしょうか。ラザロを生き返

らせる奇跡を通して示された神の栄光は、イエスの十字架の死と

復活によって頂点に達します。イエスは命を与えることができる

お方だと悟った人たちは信仰へと導かれます。「イエスのなさっ

たことを目撃したユダヤ人の多くは、イエスを信じた」と本日の

福音は結ばれています。

（立花昌和神父／東京教区)

３月２２日（四旬節第５主日）

ヨハネ １１・１ー４５ または

１１・３ー７、１７、２０ー２７、３３ｂー４５

復活の命への招き
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主日の福音解説

教会は受難の主日に、主のエルサレム入城を記念します。軍馬

ではなく、ロバに乗った柔和な王が、重荷を負う人々に平和を告

げるため、都に来られました。マタイ福音書が引用しているゼカ

リヤ書９章の預言が、正にこの時キリストにおいて成就したこと

を、入城の福音は高らかに告げ知らせます。

しかし、この日の典礼は、「ホサナ」という歓呼の声が、程なく「十

字架につけろ」という罵声に変わったことをも明らかにするので、

それを聞いて心が二つに引き裂かれるような思いをする方も多い

でしょう。

当時の人々が、どれほどメシアの到来を待ち望んでいたかは、

彼らがイエスを都に迎え入れた時の熱烈な様子からうかがえま

す。ミサの中で感謝の賛歌を歌う私たちも、彼らと同じ「ホサナ」

という言葉で、主を私たちの元に迎え入れます。ですから私たち

は、ミサのたびに、また特にこの受難の主日に、エルサレムの人々

と声を合わせて主キリストを賛美するのです。

では、そんな彼らが、態度を一変させてイエスに向かって「十

字架につけろ」と叫んだのなら、私たちもイエスに罵声を浴びせ

ているのでしょうか。罪を犯し神に逆らうとき、確かに私たちは、

そうしていると言わざるを得ません。罪人である私たちは、救い

主の訪れを待ち望みながら、その方に逆らって生きるという二面

性を抱えているのです。

こうした自分たちの矛盾を目の当たりにすると、私たちは打

ちのめされそうになり、「ホサナ」という歌声からも力が失われ

かねません。しかし、元々この言葉は、「どうか救ってください」

という意味だったのが、次第に歓呼の言葉として使われるように

なったのだそうです。ですから、救いと罪に引き裂かれた二心を

抱く私たちだからこそ、あえて「ホサナ」と叫ぶべきでしょう。

人は罪に汚れた自分の姿から目を背けているうちは、救いの必

要性をあまり実感できません。しかし、それを直視すればするほ

ど、「ホサナ・どうか救ってください」という叫びは、いよいよ

切実になります。人々を罪

から救うために十字架に上

られた主は、そのように叫

ぶ私たちのうちに、ご自身

への信頼を育み、二つに裂

かれた心を癒やしてくださ

り、その業を体験する私た

ちの魂の奥底からは、賛美

と感謝が湧き上がるでしょ

う。主の十字架により救い

にあずかったことを知った

罪人の魂は、全身全霊で「ホサナ・主の名によって来られる方に、

祝福があるように」と、歓呼の叫びを上げずにはいられなくなる

のです。

（熊坂直樹神父／東京教区　カットは全て高崎紀子)

３月２９日（受難の主日〈枝の主日〉）

マタイ ２７・１１ー５４

または ２６・１４～２７・６６

罪人を救うキリストに叫ぶ
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部の総評議員として長年にわ
たり重責を果たした。特にフ
ランスの同会発祥の地を巡る

「源泉の巡礼」のガイド、修道会
や国際的な会議における通訳・
翻訳、創立者の書簡集をはじめ
修道会の種々の霊的遺産の翻
訳のために尽力した。総顧問
の任期終了後も総会計補佐や
翻訳、通訳に献身し、他の修道
会の総会や研修会の同時通訳
者も務めた。使命に対する忠実
さ、簡素な生活、弱い立場にあ
る人や困窮する人の惜しみな
い献身は姉妹たちの心に深く
残っている。2015年11月に帰
国して療養生活となったが、優
しい笑顔で訪問者を迎え、姉
妹たちに安らぎを与えた人生
だった。
渡辺淑子（としこ）修道女（殉教
者聖ゲオルギオのフランシス
コ修道会）　1月24日、札幌市内

の病院で肺炎の
ため逝去。92歳。
1933年北海道生
まれ。61年同会
入会。64年初誓
願。69年終生誓

願。初誓願宣立後、札幌の藤女
子短期大学家政科（当時）で 2
年間学び、40 年にわたって女子
教育に携わった。札幌の藤学
園の寄宿舎、藤女子中学・高等
学校および旭川藤女子中学・高
等学校の保健室で生徒たちを
世話し、悩みや相談事を聞くな
ど、親身になり、心を尽くして
関わりを持った。定年退職後
は、札幌マリア院で修道院内の
仕事を約 1 年半、その後石狩市
の花川マリア院に移り、看護師
として姉妹たちのために奉仕
した。晩年は、自分にできるこ
とをしながら過ごしていた（以
上北海道）。柔和な性格で、看
護師の仕事も修道生活も静か
に落ち着いて穏やかな精神を
もって果たした。最期を悟っ
た時、病室でさまざまな医療機
器につながれているにもかか
わらず、明るい顔で修道院に入
会したことを喜び、はっきりと
感謝の言葉を述べて旅立って
いった。

藤田京子修道女（聖心侍女修道
会）　1月10日、神奈川県鎌倉市
内の病院で逝去。100 歳。1925年

東 京 都 生 ま れ。
47年 同 会 入 会。
50年初誓願。56
年終生誓願。入
会 当 時 は、同 会
が 戦 後 の 日 本

に根付くための創設期に当た
る。清泉女学院の小学校、中学・
高等学校、大学と創設が続き、
全会員が一致して、その発展の
ためにまい進していた。その
ような中、長年にわたり修道院
の会計補助、受付、縫い物、台所
などで奉仕し、学校で働く姉妹
と一致して、日本管区の「礎」と
なった。その働きは、多くの人
の前で目立つものではなかっ
たが、主に修道院内のことを、
心を込めて忠実に果たした。
いつもほほ笑みを絶やさない、
優しく謙虚な性格は、誰から
も愛され慕われた。記憶力に
優れ、会員は日本管区創設期の
ことや、その後の歴史について
分からないことを尋ねていた。
長上へはいつも「はい」と答え
ていた。100歳になり、車いす
生活でも元気で、自分のことは
ほとんどできていた。最後ま
で向学心に燃え、読書、祈り、毎
日の聖体礼拝を欠かすことは
なかった。
宮川芳子修道女（ショファイユ
の幼きイエズス修道会）　1月18
日、同会仁川本部修道院（兵庫）
で老衰のため逝
去。87歳。1938年
長 崎 県 生 ま れ。
63年 同 会 入 会。
65年初誓願。初誓
願 宣 立 後、大 阪
の信愛女学院の英語教諭とし
て 4年半勤務した後、同会本部
や東京で勉学の時を過ごし、仁
川本部で 2年間、翻訳の奉仕に
尽力した。77年からフランス・
パリのカトリック大学神学部
に留学した後、7年間同会総本
部で翻訳や通訳の仕事に献身
した。87年から日本管区の評議
員・管区秘書として 6年間奉仕。
92年からは同会フランス総本

訃  報 告知板

番  組
ラジオ心のともしび

（朗読・坪井木の実）
3月の放送日と執筆者　2日

（月）岡野絵里子・3日（火）中島
貴之・４日（水）三宮麻由子・５日

（木）崔友本枝（ちぇー・とも
え）・６日（金）山本久美子・７日

（土）植村髙雄・9日（月）堀妙
子・10日（火）竹内修一（おさ
む）・11日（水）下窄優美（しも
さこ・ゆうみ）・12日（木）こい
ずみゆり・13日（金）松浦信行・
14日（土）コリーン・ダルトン・
16日（月）松本准平（じゅんぺ
い）・17日（火）森田直樹・18日

（水）湯川千恵子・19日（木）服部
剛（ごう）・20日（金）萩原久美
子・21日（土）中井利已・23日

（月）片柳弘史・24日（火）許書寧
（きょ・しゅにん）・25日（水）
熊本洋（よう）・26日（木）山本ふ
みり・27日（金）林尚志・28日

（土）今井美沙子・30日（月）村田
佳代子・31日（火）古川利雅（以
上テーマ「道」）。

ホームページ（下記 QR コード
でアクセス可）では
24時間視聴可能。
詳細は電話 075-
211-9341。 

【教皇の意向：武装解除と平和】

各国が有効な武装解除、特に核武装の解

除に向けて動き、世界の指導者たちが暴力

ではなく対話へと歩みを進めていきますよ

うに。

【日本の教会の意向：性虐待被害者】

聖職者から性的な虐待を受けた方々のた

めに祈ります。身勝手な思いと行動により、

心と体に大きな傷を受けた方々が、神のい

つくしみによって癒
いや

されますように。

教皇レオ１４世は選出された最初の祝福

の言葉の中で、復活したキリストの平和と

して「武器のない平和、武器を取り除く平

和」を世界に語りました。そして、原爆投

下８０周年のメッセージでも「核兵器は、

わたしたちの共通の人間性を傷つけるとと

もに、被造界の尊厳をも裏切ります」と訴

えています。前任の教皇フランシスコは、

一層明確に「原子力の戦争目的の使用は、

倫理に反します。核兵器の保有は、それ自

体が倫理に反しています」と述べています。

無条件の愛に基づくキリストの平和をこの

世界に実現するために、世界各国の指導者

が善意の人々と心を合わせて、紛争解決の

手段を武力によってではなく、対話によっ

て進め、さらに世界を破滅へと導く核兵器

の放棄に合意し、愛と尊厳に基づく相互信

頼によって国際問題の解決を図っていける

よう祈りましょう。

＊

聖職者による年少者や若年男女への性

虐待は世界的な問題となってきましたが、

日本の教会においても性虐待の問題が報

告されています。神の愛と誠実を説くは

ずの聖職者から性虐待を受けた方々の心

と体の痛手は計り知れないものがありま

す。特に年少者の場合、自己不信に陥り

二重の苦しみを負ってしまう場合もあり

ます。被害者の心身の傷が神のいつくし

みにより癒やされるとともに、二度と同

じことを繰り返さない予防体制、被害者

に寄り添う適切な支援や補償制度が一層

整備されるよう祈りましょう。

きょうをささげる（教皇による祈りの世界ネットワーク）３月

■宮　城

▶いのちの光 3・15 フクシマ 

講演会「原発の構造的暴力に抗

（あらが）う」　3 月 14 日（土）午
後 2 時～ 4 時、元寺小路教会大
聖堂。講師＝高野聡（原子力情報
資料室 CNIC スタッフ）。無料

（当日カンパあり）。糸 inochino 
hikari315@yahoo.co.jp　同
実行委員会
■福　島

▶いのちの光 3・15 フクシマ 

現地報告「15 年の振り返りと、

これから」とミサ　3月15日（日）
午後 1 時～ 4 時 30 分、原町教
会聖堂。講師＝田中徳雲師（曹
洞宗同慶寺住職）。司式＝幸田和
生名誉補佐司教（東京教区）。無
料（当日カンパあり）。糸 inochi 
nohikari315@yahoo.co.jp　
同実行委員会
■東　京

▶片柳弘史神父講演会「祈り

の力」－『こころの深呼吸』シ

リーズを振り返って　3 月 7 日
（土）【講演会】午後 2 時～ 3 時 20
分、麴町教会主聖堂、【交流会】3
時 30 分～5 時、同ヨセフホール。
講師＝片柳弘史神父（イエズス

会）。無料。糸deepbreath2026@
gmail.com　メルキゼデクの会

▶写教の会（その日の福音を

毛筆で写し、心を主に向ける集

い）　3 月 15 日（日）午後 4 時 30
分～5時50分、麴町教会岐部ホー
ル 309 号室。主宰＝高橋登志子
修道女（聖心会）。持参する物＝筆
ペン、文鎮、下敷き 30 × 50㌢

（フェルトまたは新聞紙）。3 月
12日（木）までに要参加申し込み。
500 円（自由献金）。糸phostere
＠gmail.com　古賀

▶港・品川宣教協力体主催「東

日本大震災、能登半島地震・豪

雨災害追悼ミサと『スモール

クワイア』コンサート」　3 月
20 日（金・祝）【コンサート】午後
1 時30 分、【追悼ミサ】2 時30 分、
目黒教会。司式＝カマチョ・ア
ントニオ神父（グアダルペ宣教
会）、赤岩聰神父（東京教区）、
江部純一神父（同教区）他。出
演＝イエスのカリタス修道女
会。自由献金（全額をカリタス
南相馬、カリタスジャパン〈能
登地震緊急支援〉、名古屋教区
能登地震募金窓口に送付）。電話 
03-3491-5461　目黒教会
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